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『一隅（いちぐう）を照らす』人になーれ！ 
 短い夏休みが過ぎ，もう 2 学期が始まり，今年は例年とは全く違った感覚だと思います。 
さて，【一隅を照らす】という言葉を聞いたことはありますか？ 

記憶に新しいと思いますが，この言葉は，昨年 12 月 4 日に，日本から遠く離れたアフガニ

スタンで，凶弾に倒れた日本人医師「中村 哲医師」の好きなことばでした。私も，その報

道をテレビで観て，記憶に残っています。 
彼は，戦乱や干ばつで荒廃したアフガニスタンで，多くの市民とともに，人道・復興支援

を 35 年もの月日の間おこなってきました。医師としての活動の他に，用水路の建設に身を

投じ，『戦乱は武器や戦車では解決しない。農業復活こそがアフガン復興の礎』と復活に尽力

してきました。正に，「一隅を照らす」精神で，救援活動を続けてきた人物です。しかし，現

地の人々からも愛され信頼されていましたが，反動的な人間により殺され，惜しまれ，悲し

みの中で命を終えました。 
この『一隅を照らす』は，平安時代の僧で，日本の天台宗の開祖である『最澄』が著した

山家学生式（さんげがくしょうしき）の冒頭にある一節です。 
「一隅」は，「片すみ」という意味で，『一隅を照らす』とは，「片すみの，誰も注目しない

ような物事に，きちんと取り組む人こそ尊い人である。」という意味です。 
誰もが注目するような表舞台で，派手に活躍することばかりが尊いわけではありません。

一人ひとりが自分の置かれた場所で「一隅を照らしていく」ことこそ，私たちの本来の役目

であり，それが積み重なっていくことで世の中が出来上がっていくのだということです。 
私たちはすぐ，派手なこと，目立つことに目を奪われがちですが，どこかの片隅で，誰の

目にも止まらないようなものに目を向けて活動することも，同じように尊いことだというこ

とを忘れてはいけないと思うのです。 
このことは，学校や学級でも同じことが言えます。代表として役割をもって活動をする子

もいれば，そのメンバーとしてその子に協力して細かいことまでやる子もいます。リーダー

として活動する子は確かに目立ちますが，その陰で支える子がいなければ物事を成し遂げる

ことが決してできません。何事も，リーダーひとりでは事は成しえないのです。 
各々自身が「今いる立場のことに一所懸命とりくむ」，そのことが他の人に伝わり，その姿

を見ることで，その意思が伝わり，広がることで，一つのことが成し遂げられていくのだと

思います。 
「片すみを照らす」だけでは全体が明るくなりませんが，その灯りが他の人にも伝わり，

皆が照らすことになれば，光が全体に溢れ，きっと未来が開けて行くのだと思うのです。 
簡単なことではありませんが，先ず，自身ができることをコツコツと怠けず行うことが大

切であり，その姿はきっと他人も見，またそのことで他人からも認められるはずです。 
昨今の感染対策で，何かと生活や行動が制限されることが多い状況ですが，その限られた

中で，自分ができることを探し，やり続け，やり遂げられる人に，宮小学校の児童が成長し

ていくことを私は期待しています。「宮のみなさん，一人ひとり，一隅を照らしてください。」 
そして，みんなの光を集めて，宮の大きな光になることを願っています。      
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